
社
会
福
祉
士
及
び
介
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令
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介
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三
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○

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
二
年
政
令
第
四
百
二
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
証
の
書
換
交
付
等
の
手
数
料
）

（
変
更
登
録
等
の
手
数
料
）

第
十
三
条

法
第
三
十
四
条
（
法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

第
十
三
条

法
第
三
十
四
条
（
法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ

合
を
含
む
。
）
の
手
数
料
の
額
は
、
千
二
百
円
と
す
る
。

、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

法
第
三
十
条
（
法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

（
新
設
）

む
。
）
の
社
会
福
祉
士
登
録
証
又
は
介
護
福
祉
士
登
録
証
（
次
号
に
お
い

て
「
登
録
証
」
と
い
う
。
）
の
書
換
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百

円
二

登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

千
二
百
円

（
新
設
）

（
登
録
手
数
料
）

（
登
録
手
数
料
）

第
十
四
条

法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

第
十
四
条

法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
手
数
料
の
額
は
、
四
千
五
十
円
と
す
る

者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

。

一

社
会
福
祉
士
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

四
千
五
十
円

（
新
設
）

二

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
つ
て
変
更
の
登
録
を

（
新
設
）

受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百
円
（
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
（
次
項
第
二
号
に
お
い
て
「
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
」
と
い
う
。

）
を
送
信
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
者
に
あ
つ
て
は
、
五
百
円
）

２

法
第
四
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
手

２

法
第
四
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
手

数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

数
料
の
額
は
、
三
千
三
百
二
十
円
と
す
る
。

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

介
護
福
祉
士
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

三
千
三
百
二
十
円

（
新
設
）

二

法
第
四
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の

（
新
設
）

規
定
に
よ
る
届
出
を
行
つ
て
変
更
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百
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円
（
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書
を
送
信
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
者
に
あ

つ
て
は
、
五
百
円
）

附

則

附

則

（
登
録
証
の
書
換
交
付
等
の
手
数
料
）

（
変
更
登
録
等
の
手
数
料
）

第
二
条
の
三

法
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の

第
二
条
の
三

法
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
四
条
の

手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

手
数
料
の
額
は
、
千
二
百
円
と
す
る
。

各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

法
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
条
の
准
介
護
福

（
新
設
）

祉
士
登
録
証
（
次
号
に
お
い
て
「
登
録
証
」
と
い
う
。
）
の
書
換
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百
円

二

登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

千
二
百
円

（
新
設
）

（
登
録
手
数
料
）

（
登
録
手
数
料
）

第
二
条
の
四

法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第

第
二
条
の
四

法
附
則
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第

二
項
の
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

二
項
の
手
数
料
の
額
は
、
三
千
三
百
二
十
円
と
す
る
。

れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

法
附
則
第
二
条
に
規
定
す
る
准
介
護
福
祉
士
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

（
新
設
）

る
者

三
千
三
百
二
十
円

二

法
附
則
第
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の

（
新
設
）

規
定
に
よ
る
届
出
を
行
つ
て
変
更
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百

円
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○

精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
五
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
証
の
書
換
交
付
等
の
手
数
料
）

（
変
更
登
録
等
の
手
数
料
）

第
三
条

法
第
三
十
四
条
の
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分

第
三
条

法
第
三
十
四
条
の
手
数
料
の
額
は
、
千
二
百
円
と
す
る
。

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

法
第
三
十
条
の
精
神
保
健
福
祉
士
登
録
証
（
次
号
に
お
い
て
「
登
録
証

（
新
設
）

」
と
い
う
。
）
の
書
換
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百
円

二

登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

千
二
百
円

（
新
設
）

（
登
録
手
数
料
）

（
登
録
手
数
料
）

第
四
条

法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者

第
四
条

法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
手
数
料
の
額
は
、
四
千
五
十
円
と
す
る
。

の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

精
神
保
健
福
祉
士
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

四
千
五
十
円

（
新
設
）

二

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
て
変
更
の
登
録
を

（
新
設
）

受
け
よ
う
と
す
る
者

六
百
円
（
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百

五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
を
送
信
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
五
百
円
）
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○

公
認
心
理
師
法
施
行
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
二
百
四
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
登
録
証
の
書
換
交
付
等
の
手
数
料
）

（
変
更
登
録
等
の
手
数
料
）

第
三
条

法
第
三
十
五
条
（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

第
三
条

法
第
三
十
五
条
（
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
六
千
百

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る

円
と
す
る
。

。一

法
第
三
十
条
の
公
認
心
理
師
登
録
証
（
次
号
に
お
い
て
「
登
録
証
」
と

（
新
設
）

い
う
。
）
の
書
換
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

三
千
円

二

登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

六
千
百
円

（
新
設
）

（
登
録
の
手
数
料
）

（
登
録
の
手
数
料
）

第
四
条

法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各

第
四
条

法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
七
千
二

号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る

百
円
と
す
る
。

。一

公
認
心
理
師
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

七
千
二
百
円

（
新
設
）

二

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
て
変
更
の
登
録
を

（
新
設
）

受
け
よ
う
と
す
る
者

三
千
百
円
（
電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

百
五
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
者
証
明
用
電
子
証

明
書
を
送
信
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
者
に
あ
っ
て
は
、
三
千
円
）


